
本報告の流れ

１ 課題：新自由主義下における障害の表象

２ 前提：なぜ「新自由主義」の「表象」か

３ 分析①：「1リットルの涙」と家族

４ 分析②：「1リットルの涙」と恋愛

５ 分析③：「1リットルの涙」と異議申し立て

６ まとめと今後の課題
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